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放射線への誤解と混乱はどこから来るのか？
原発推進派がよりどころにする『人は放射線になぜ弱いか』（近
藤宗平）、原発反対派がよりどころにする『人間と放射線』（ゴ
フマン）の主張の違いとはなにか。

近藤誠氏も中川恵一氏も書けなかった、原子力
ムラのタブーに鋭く切り込む意欲作！
我々国民が放射線をいまだに理解できない理由とはなんなのか？
放射線がわかりにくいのではない。わかりにくくされてきたのだ！
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放射線の健康への影響、少しの放射線は危険なのか、心配ないのか

少しの放射線は危険なのか、心配ないのか
名取春彦／著
定価：本体2000円＋税

　　　　　　

　　　　　　　　　ISBN978-4-87177-322-5　C0047冊

番線・貴店名

　
　
新
刊
注
文
書

放射線はなぜわかりにくいのか

名取春彦
放射線科医。東北大学大学院医
学研究科博士課程修了。癌研付
属病院、東北大学医学部、メモリ
アルスローン癌センターを経て、
1989年から獨協医科大学に勤
務。著書に「インフォームドコンセ
ントは患者を救わない」「こんな
放射線科はもういらない」（洋泉
社）、「ヴィーナスコンプレックス」
（マガジンハウス）、「健康不安と
過剰医療の時代」（長崎出版）な
どがある。
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返品入帳フリーです

書店の皆さまへ
昨年度はたいへんお世話になりました。年始のご多忙な時期でのご案内に
なりましたことお詫び申し上げます。今回は放射線についてのかなりラディカ
ルな内容の本になります。本年度も心機一転、地道でも刺激的な本を刊行し
ていくつもりです。引き続き小社の刊行物についてご高評頂ければ幸いです

　　　　（株）あっぷる出版社／北原章・渡辺弘一郎
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